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　宝暦元年（1751）、村人が悪疫退散、五穀
豊穣を祈願し、水垢離を取って丑の刻参りし
たのが始まりとされる伝統行事『梨木水かぶ
り』が２月16日に行われました。神官、恵比
寿俵に続いて、裸に下帯・足袋姿の若者が、
家々に用意された手桶の水を勢いよくかぶり
ながら町内を練り歩きました。

勇壮に梨木水かぶり
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重要伝統的建造物群保存地区選定記念シンポジウム

暮らしの中に伝統を活かす町づくりを

 

増田の特色を生かした町づくりについて意
見交換したシンポジウム（上・中）、会場内
で全国の重伝建地区をパネルで紹介（下）

　

増
田
の
町
並
み
が
、
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建

地
区
）
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
２
月
11
日
に
増
田
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
髙
橋
市
長
が
「
重
伝
建
地

区
選
定
は
、
増
田
の
町
並
み
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
て
も
明
る
い
話

題
。
増
田
が
、
市
内
外
の
方
々
か
ら

愛
さ
れ
る
地
域
に
な
る
よ
う
物
心
両

面
か
ら
支
援
し
、
市
の
宝
物
と
し
て

市
全
体
で
共
有
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
基
調
講
演
を
行
っ
た
文

化
庁
の
島
田
敏
男
主
任
文
化
財
調
査

官
は
「
増
田
の
蔵
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
が
、
通
り
に
面
し
て
母
屋
が

連
な
る
町
並
み
の
す
ば
ら
し
さ
が
大

き
な
価
値
」
と
、
文
化
財
と
し
て
の

町
並
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
大
き

な
選
定
理
由
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
部
構
成
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
始
め

に
、
重
伝
建
地
区
を
複
数
持
つ
長
野

県
塩
尻
市
、
岐
阜
県
高
山
市
、
島
根

県
大
田
市
、
山
口
県
萩
市
の
担
当
者

が
、
各
市
の
重
伝
建
地
区
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
。
「
町
並
み

を
保
存
す
る
活
動
が
そ
の
ま
ま
町
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
た
」、「
時
間
を
か

け
て
議
論
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
」
な
ど
経
験
を
踏
ま

え
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
『
暮
ら
し
の
中
で
伝
統
を

守
り
、
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
と
は
』

と
題
し
て
、
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
意

見
を
発
表
し
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
『
蔵
の
日
』
開
催
に
至
っ
た
経

緯
や
、
住
ん
で
い
る
人
の
思
い
を
訪

れ
る
人
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か
な
ど

を
、
観
光
振
興
の
視
点
か
ら
議
論
し

ま
し
た
。

　

重
伝
建
地
区
選
定
を
受
け
て
、
地

域
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
景

観
を
守
り
、
復
元
を
図
り
、
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り

に
向
け
た
取
組
み
が
本
格
化
し
ま
す
。

今月の表紙

　梨木愛宕会が保存に努めている
梨木水かぶりの当日は、強い風に
小雪が混じる寒い空模様になりま
した。集落を練り歩き水をかぶっ
た男衆は、愛宕神社に戻り、履い
ていた『わらじ』の紐をほどき、
「風邪をひかなくなりました」と
笑顔で話してくれました

倒壊したブドウ棚を視察する調査団

日本一フード秋田(株)横手工場竣工式

 東北の拠点を目指し操業始まる

製造ラインで、最高レベルの生産管理シス
テムについて担当者から説明を受ける市長

　

焼
鳥
惣
菜
等
製
造
・
販
売
大
手
の

株
式
会
社
日
本
一（
千
葉
県
野
田
市
）

の
子
会
社
日
本
一
フ
ー
ド
秋
田
株
式

会
社
が
、
横
手
第
二
工
業
団
地
に
建

設
を
進
め
て
い
た
横
手
工
場
が
完
成

し
、
工
場
見
学
会
と
竣
工
式
が
新
工

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
に
行
わ
れ
た
竣
工
式
に

は
、
秋
田
県
の
佐
竹
知
事
や
髙
橋
市

長
、
木
村
市
議
会
議
長
、
工
事
関
係

者
な
ど
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

工
場
は
、
面
積
約
９
，
０
０
０
平

方
㍍
の
敷
地
に
建
設
さ
れ
、
鉄
骨
造

二
階
建
て
の
工
場
は
、
延
べ
床
面
積

が
２
，
２
１
７
平
方
㍍
。
す
で
に
２

月
17
日
か
ら
操
業
を
開
始
し
て
お
り
、

当
面
70
人
で
１
日
あ
た
り
焼
鳥
５
万

本
の
生
産
を
目
指
し
、
将
来
的
に
は

１
０
０
人
体
制
に
拡
大
し
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

　

竣
工
式
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
工

場
見
学
会
で
は
、
担
当
者
か
ら
髙
橋

市
長
ら
関
係
者
に
、
最
新
鋭
の
生
産

管
理
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
ど
の
ラ

イ
ン
で
・
い
つ
作
業
し
た
製
品
か
な

ど
す
べ
て
の
出
荷
情
報
が
個
別
に
記

録
さ
れ
る
仕
組
み
な
ど
、
消
費
者
の

安
全
・
安
心
に
配
慮
さ
れ
た
設
備
で

あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
を
統
括
す
る
日
本
一
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

株)

の
染
谷
幸
雄

社
長
は
「
知
事
や
市
長
か
ら
激
励
を

受
け
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。
秋

田
の
伝
統
の
食
文
化
が
息
づ
く
地
か

ら
全
国
に
向
け
て
、
地
元
の
野
菜
を

積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
消
費
者

に
喜
ば
れ
る
製
品
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

 

　

２
月
６
日
、
内
閣
府
の
西
村
康
稔

副
大
臣
を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団

が
、
横
手
市
ほ
か
県
南
部
の
大
雪
の

状
況
を
調
査
に
訪
れ
、
市
内
の
果
樹

園
や
雪
捨
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

調
査
団
は
始
め
に
、
山
内
地
域
大

沢
の
ブ
ド
ウ
の
園
地
を
視
察
し
、
雪

に
埋
も
れ
た
ブ
ド
ウ
棚
を
前
に
、
栽

培
農
家
の
代
表
が
「
棚
の
雪
寄
せ
作

業
が
追
い
付
か
な
い
。
春
以
降
の
再

生
産
に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
話
す
と
、
西
村
副

大
臣
は
「
大
変
な
作
業
と
思
う
。
国

に
お
い
て
も
支

援
策
を
考
え
た

い
」
と
答
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
平

鹿
地
域
振
興
局

へ
移
動
し
、
秋

田
県
の
堀
井
副

知
事
、
湯
沢
市

の
阿
部
副
市
長

と
と
も
に
、
大

雪
に
関
す
る
要

望
書
を
手
渡
し
、

市
の
農
業
被
害

の
状
況
な
ど
を

西
村
副
大
臣
ほ

か
同
行
し
た
各

省
庁
の
担
当
者

に
説
明
し
ま
し

た
。
要
望
書
を

受
け
取
っ
た
西
村
副
大
臣
は
「
要
望

書
の
内
容
を
関
係
省
庁
に
伝
え
、
国

と
し
て
も
全
力
で
支
援
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
を
終
え
た
調
査
団
の
一

行
は
、
高
さ
20
㍍
に
達
し
た
赤
坂
総

合
公
園
の
雪
捨
場
を
視
察
。
雪
の
量

に
驚
い
た
様
子
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
容

積
が
あ
る
の
か
な
ど
を
市
の
担
当
者

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

髙
橋
市
長
は
、
翌
８
日
に
佐
竹
秋

田
県
知
事
ら
と
財
務
省
や
総
務
省
、

国
土
交
通
省
な
ど
を
訪
れ
、
大
雪
被

害
の
状
況
を
説
明
し
、
国
の
支
援
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

 
政府調査団が大雪の現状を視察 

国へ財政支援を要望

西村副大臣へ要望書を手渡す市長西村副大臣へ要望書を手渡す市長

 行政報告 

【
小
学
校
低
学
年
課
題
読
書
部
門
】

【
中
学
校
課
題
読
書
部
門
】

【
中
学
校
自
由
読
書
部
門
】

【
中
学
校
自
由
読
書
部
門
】

青少年読書感想文で
　県〝最優秀賞〟を受賞 
青少年読書感想文で
　県〝最優秀賞〟を受賞 

　第59回青少年読書感想文全国コンクールの県入賞作品
が、昨年の12月に発表されました。市内の小中学校から
は、朝倉小学校の伊藤美緒さん、横手南中学校の榎本水
咲さん、増田中学校の藤原瞭さん、横手北中学校の佐藤
涼花さんが最優秀賞を受賞。４作品は県代表として全国
コンクールに推薦されました。

(朝倉小・１年）
伊藤 美緒さん

(横手南中・３年）
榎本 水咲さん

(横手北中・２年）
佐藤 涼花さん

(増田中・３年）
藤原 瞭さん

　

今
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
皆
さ

ん
を
お
祝
い
す
る
『
入
学
お
め
で
と

う
大
会
』
が
２
月
８
日
、
横
手
市
民

会
館
で
行
わ
れ
、
保
護
者
を
含
め
約

４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

髙
橋
市
長
が
「
皆
さ
ん
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

子
ど
も
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
車
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
三
つ
を

が
ん
ば
れ
ま
す
か
」
と
呼
び
か
け
る

と
新
１
年
生
た
ち
は
元
気
に「
は
い
」

と
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
栄
小
の
１
年
生
の
児
童

が
、
学
校
生
活
の
楽
し
さ
を
元
気
良

く
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

横
手
警
察
署
と
明
照
保
育
園
の
園
児

に
よ
る
交
通
安
全
教
室
や
十
文
字
第

一
小
の
バ
ト
ン
部
の
演
技
、
金
管
バ

ン
ド
部
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
１
年
生
た
ち
は
、
４
月
か
ら

通
う
小
学
校
へ
の
期
待
で
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
新
入
学

生
は
約
６
９
０
人
の
予
定
で
す
。

多彩な催しで新１年生を歓迎

横手市入学おめでとう大会 

春になったら元気な1年生



ベルギー、台湾、インドネシア、フィリピン、
トンガ、韓国の６つの国と地域の大使たちをは
じめ、国際教養大学の生徒たちが、かまくらを
通じて国際交流をしました。

　２月は、小正月行事をはじめとする雪まつり行事が市
内各地で開催されました。この冬は、例年にない大雪に
見舞われた横手市。かまくらやぼんでんなどを境に、長
かった冬から徐々に春の足音が聞こえてきました。
　２月８日から18日までに行われた雪まつりを振り返り
ます。

横手の雪まつり横手の雪まつり
2/15～16
かまくらin
木戸五郎兵衛村2014（雄物川）

二葉町かまくら通り

羽黒町武家屋敷通り

横手公園

横手南小学校のミニかまくら

2/15
かまくらＴｈｅワールド
　　　　(秋田ふるさと村)

かまくらかまくら
2/15～162/15～16

　およそ420年の歴史がある
とされる横手のかまくら。中
に神座を設け、水神様が祀ら
れています。無数のミニかま
くらも雪国の風情を醸し出し
ていました。

2/14 2/14 
ラブ　かま（よこてイースト)ラブ　かま（よこてイースト)

かまくら撮影会
木戸五郎兵衛村（雄物川）
かまくら撮影会
木戸五郎兵衛村（雄物川）

2/142/14

2/14～16 2/14～16 

雪の芸術(光明寺公園ほか)雪の芸術(光明寺公園ほか)

2/15～162/15～16 かまくらレトロ浪漫かまくらレトロ浪漫
かまくらとレトロな建物が織りなす
幻想的な風景が、ゲストハウス平源
などで見られました。

かまくらとレトロな建物が織りなす
幻想的な風景が、ゲストハウス平源
などで見られました。

横手北中生がおもてなし

国際教養大学との交流を続けている木戸五郎兵衛村のかまくらまつり国際教養大学との交流を続けている木戸五郎兵衛村のかまくらまつり

訪れた人たちが、代わる代わる餅つきを楽しむ訪れた人たちが、代わる代わる餅つきを楽しむ

記念写真がプレゼントされたラブ　かま記念写真がプレゼントされたラブ　かま

チマチョゴリが色鮮やかな
韓国かまくら
チマチョゴリが色鮮やかな
韓国かまくら

大使（左端）がトンガのお酒・カヴァを振る舞ったトンガかまくら大使（左端）がトンガのお酒・カヴァを振る舞ったトンガかまくら

馬口労町作成「天馬
空を行く」

馬口労町作成「天馬
空を行く」



2/162/16

３
等
以
上
に
入
賞
し
た

  

団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

第
57
回
ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル(

横
手)

第
57
回
ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル(

横
手)鳳中29期

鳳煌会
東北電力
ぼんでん会

３等３等

羽根山黒川青年有志

２等２等

石町信和会朝倉碇

１等１等

野球クラブ
横手シャークス

永建会永建会

特選特選

第21回よこてぼんでん
唄コンクール・小若の
部優勝者の照井颯真さ
ん（旭川町内子供会）

第21回よこてぼんでん
唄コンクール・小若の
部優勝者の照井颯真さ
ん（旭川町内子供会）

ＪＡ秋田ふるさと
横手中央青年部栄友和会

金澤八幡宮鳥居前で、激しいも
みあいを繰り広げた後、急斜面
を一気に駆け上がります。今年
は、本ぼんでん10本、小若ぼん
でん２本が奉納されました。

金澤八幡宮鳥居前で、激しいも
みあいを繰り広げた後、急斜面
を一気に駆け上がります。今年
は、本ぼんでん10本、小若ぼん
でん２本が奉納されました。

道の駅さんない
雪まつり(山内)
道の駅さんない
雪まつり(山内)

2/15～162/15～16

各地の   
　行事

2/15～16 元祖さるはんない幻灯
（増田）

約10㌔にもおよぶ灯りロード。ろうそくの灯が
雪を照らし、温かい光が訪れた人を優しく包み
込みました。（滝ノ下集落の幻灯）

　
増
田　

天
ま
つ
り

(

増
田)

　
増
田　

天
ま
つ
り

(

増
田)

2/162/16

特設の雪の滑り台特設の雪の滑り台

町内を練り歩き、中・七日町通りに集合した男衆は、
「ジョヤサ、ジョヤサ」の掛け声に合わせて妙技を披露
町内を練り歩き、中・七日町通りに集合した男衆は、
「ジョヤサ、ジョヤサ」の掛け声に合わせて妙技を披露

金　八幡宮
ぼんでん(横手)
金　八幡宮
ぼんでん(横手)

通りを練り歩く
きらびやかな“ぼんでん”
通りを練り歩く
きらびやかな“ぼんでん”

仲間が見守る中
急な斜面へ挑む
仲間が見守る中
急な斜面へ挑む

先陣を争い
旭岡山神社へと向かう

先陣を争い
旭岡山神社へと向かう

若さあふれる小若ぼんでん
も勢いよく奉納
若さあふれる小若ぼんでん
も勢いよく奉納

ぼんでん

気合いを入れて、いざ本殿へ！気合いを入れて、いざ本殿へ！

地域に受け継がれる〝ぼんでん〟
　「ジョヤサ、ジョヤサ」
　五穀豊穣　家内安全　商売繁盛を願う

本
ぼ
ん
で
ん
33
本
、
小
若

ぼ
ん
で
ん
14
本
、
え
び
す

俵
４
基
が
旭
岡
山
神
社
へ

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

本
ぼ
ん
で
ん
33
本
、
小
若

ぼ
ん
で
ん
14
本
、
え
び
す

俵
４
基
が
旭
岡
山
神
社
へ

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

旭
岡
山
神
社

　
天
奉
納
祭

(

横
手)

旭
岡
山
神
社

　
天
奉
納
祭

(

横
手)

2/172/17

横手の雪まつり

安田原昭和会のみなさんが『恋す
るフォーチュンクッキー』を披露
安田原昭和会のみなさんが『恋す
るフォーチュンクッキー』を披露

2/182/18

冬の夜空に舞う打ち上げ花火

2/8
十文字
雪まつり
2014

「ジョヤサ、ジョ
ヤサ」

男衆の熱気は最
高潮に「ジョヤサ、ジョ
ヤサ」

男衆の熱気は最
高潮に
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市政情報便  市役所からのお知らせ

奨学金
　
（
財
）高
橋
誠
悦
育
英
会
で
は
、

大
学
生
に
対
し
て
の
奨
学
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
特
別
な
場
合

を
除
い
て
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／

①
横
手
市
出
身
者

②
文
部
科
学
省
所
管
の
国
・
公
立
・

　

私
立
大
学
の
大
学
生

③
学
業
、
人
物
と
も
優
秀
で
、
向

　

学
心
に
富
み
、
最
短
修
学
年
限

　

で
卒
業
の
見
込
み
が
あ
る
方

④
学
資
の
支
出
が
困
難
な
方

◆
給
付
金
額
／
年
額
10
万
円

※
ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
願
も
可

　

能
で
す

◆
定
員
／
６
人
程
度

◆
申
込
方
法
／
申
請
書
類
は
、
窓

　

口
で
直
接
、
ま
た
は
郵
送
に
よ

　

り
請
求
で
き
ま
す
。
郵
送
の
場

　

合
は『
奨
学
金
給
付
願
書
請
求
』

　

と
記
入
し
、
１
６
０
円
分
の
切

　

手
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
奨

　

学
金
給
付
願
等
の
様
式
は
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
５
月
１
日（
木
）〜

　

30
日（
金
）

【
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
０
１
０
５　

横
手

　

市
平
鹿
町
浅
舞
字
釜
池
１
７
５

　

横
手
市
教
育
セ
ン
タ
ー
内　
　

　
（
財
）高
橋
誠
悦
育
英
会
事
務
局

　
　

２
４
‐
３
９
５
０

（
財
）高
橋
誠
悦
育
英
会　

奨
学
金
制
度
の
お
知
ら
せ

国民年金

 

ＨＰページ番号／000011501

http://www9.ocn.ne.jp/~tsik3950

　

国
民
年
金
保
険
料
の
過
去
10
年

以
内
の
保
険
料
を
納
付
で
き
る
後

納
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
27
年
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
後
納
保
険
料
の
納
付
書
の
使
用

　

期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ま

れ
た
方
の
平
成
16
年
４
月
以
降
分

の
納
付
書
の
使
用
期
限
は
、
３
月

31
日
で
す
。
期
限
ま
で
に
納
付
で

き
な
か
っ
た
方
に
は
、
新
た
な
加

算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
 

０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

　

大
曲
年
金
事
務
所

　
 

０
１
８
７
‐
６
３
‐
２
２
９
５

国
民
年
金
の
後
納
制
度　
〜
納
め
忘
れ
が
納
付
で
き
ま
す
〜

講　座

 

ＨＰページ番号／000001677
　

今
年
度
の
発
掘
調
査
で
16
世
紀

末
の
建
物
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
た

金
沢
柵
。
ま
た
美
郷
町
で
も
清
原

武
貞
関
連
と
思
わ
れ
る
鎧
ヶ
崎
城

跡
周
辺
の
調
査
も
始
ま
り
ま
し
た
。

古
代
と
中
世
の
両
方
の
視
点
か
ら

後
三
年
合
戦
関
連
遺
跡
群
の
現
状

を
考
え
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
８
日（
土
）午
前
10

　

時
〜
午
後
４
時
30
分

◆
場
所
／
美
郷
町
公
民
館
ま
な
び

　

お
ん
美
郷
※
参
加
無
料

◆
内
容
／
発
表
『
金
沢
の
歴
史
を

　

紐
解
く
』市
文
化
財
保
護
課
職
員

　

報
告
１
『
鎧
ヶ
崎
城
周
辺
の
調 
  

査
』
美
郷
町
教
育
委
員
会
・
亀  

  

井
崇
晃
氏

  　

報
告
２
『
陣
館
遺
跡
の
調
査
』

　

市
文
化
財
保
護
課
職
員

　

基
調
講
演
１
『
中
世
山
城
金
沢

　

城
の
遺
構
』
盛
岡
市
教
育
委
員

　

会
・
室
野
秀
文
氏

　

基
調
講
演
２
『
城
柵
支
配
か
ら

　

安
倍
・
清
原
氏
支
配
へ
』
岩
手

　

大
学
・
八
木
光
則
氏

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
八
重
樫

　

忠
郎
氏
（
平
泉
町
ユ
ネ
ス
コ
協

　

会
理
事
）、
パ
ネ
リ
ス
ト
・
室
野

　

秀
文
氏
・
八
木
光
則
氏
ほ
か

【
問
合
せ
】

　

市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　
（
か
ま
く
ら
館
内
）

　

  

３
２
‐
２
４
０
３

平
成
25
年
度
後
三
年
合
戦
金
沢
柵
公
開
講
座

〜
金
沢
城
は
金
沢
柵
な
の
か
、鎧
ヶ
崎
城
は
武
貞
の
柵
な
の
か
〜

税　金
　

市
で
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
を
毎
年
５
月
上
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
例
年
、
「
知
人

へ
譲
っ
た
の
に
、
ま
た
自
分
に
納

付
書
が
届
い
た
」、「
廃
棄
処
分
し

た
が
、
納
付
書
が
来
た
」
と
い
っ

た
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

市
民
税
課
や
横
手
地
区
自
家
用
自

動
車
協
会
に
名
義
変
更
や
廃
車
届

を
提
出
し
な
い
と
、
前
の
所
有
者

に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

名
義
変
更
届
や
廃
車
届
は
必
ず

３
月
末
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
に
月
割
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
４
月
２

日
以
降
に
廃
車
さ
れ
た
場
合
で
も

１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

お
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
市
民
税
課
・
地
域
局
に
届
出
す
る

軽
自
動
車
等
】

＊
１
２
５
cc
以
下
の
原
動
機
付
自

　

転
車

＊
ミ
ニ
カ
ー
（
三
輪
以
上
50
cc
以

　

下
）

＊
小
型
特
殊
自
動
車
・
農
耕
作
業

　

用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど　

【
問
合
せ
】

　

市
財
務
部
市
民
税
課

　
　

３
２
‐
２
５
１
０

　

ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

税
務
担
当

【
横
手
地
区
自
家
用
自
動
車
協
会
に

届
出
す
る
軽
自
動
車
等
】

＊
１
２
５
cc
を
超
え
る
二
輪
車

＊
軽
自
動
車
（
四
輪
・
三
輪
）

＊
雪
上
車

【
問
合
せ
】

　

横
手
市
朝
日
が
丘
２
丁
目
２
‐
37

　

横
手
地
区
自
家
用
自
動
車
協
会

　
　

３
２
‐
１
３
７
１

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
が
基
準
日
で
す　

廃
車
・
名
義
変
更
等
の
届
出
は
３
月
中
に
！

ＨＰページ番号／000001269

高橋誠悦育英会 検索

ホームページは『高橋誠悦
育英会』で検索できます

水　道
　

引
っ
越
し
の
際
は
、水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
等
の
精
算
が
必
要

で
す
の
で
、
お
早
め
に
横
手
市
水

道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

土
・
日
曜
日
の
手
続
き
も
可
能

で
す
。
ま
た
、
利
用
中
止
日
の
３

営
業
日
以
前
で
あ
れ
ば
、
水
道
お

客
様
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。 

　

届
け
出
を
し
な
い
で
転
居
・
転

出
し
た
場
合
は
、
料
金
等
が
そ
の

ま
ま
請
求
さ
れ
続
け
ま
す
。
そ
の

際
の
料
金
等
は
、
免
除
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
続
き
の
際
に
転
出
先

の
住
所
と
日
中
連
絡
が
と
れ
る
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
料
金
の
お
支
払
い
方
法

①
口
座
か
ら
の
振
替

②
後
日
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で
の

　

納
付
（
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　

ス
ス
ト
ア
で
納
付
可
能
）。

③
使
用
場
所
で
の
立
会
い
に
よ
り
、 　

現
金
で
の
現
地
精
算

【
問
合
せ
】

　

横
手
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
（
水
道
庁
舎
内
）

　

  

３
２
‐
２
７
５
８

◆
営
業
時
間
／
◎
平
日
は
午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
水

　

曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）

　

◎
土
・
日
曜
日
は
午
前
８
時
30

　

分
〜
午
後
１
時
30
分

　

※
祝
日
、
振
替
休
日
は
休
み

引
っ
越
し
の
際
は
、
水
道
・
下
水
道
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く
！

雪害支援

 

ＨＰページ番号／000017546
　

今
冬
の
大
雪
で
果
樹
の
枝
折
れ

や
生
育
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
る
状

況
か
ら
、
市
で
は
融
雪
材
の
購
入

費
等
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

◆
支
援
内
容
／

①
融
雪
材
購
入
補
助
／
購
入
費（
税

　

抜
き
）
の
２
分
の
１
を
補
助

②
無
人
ヘ
リ
散
布
補
助
／
10
㌃
に

　

つ
き
３
千
円
を
上
限
と
し
て
、

　

散
布
経
費
（
税
抜
き
）
の
２
分

　

の
１
を
補
助

③
園
地
進
入
口
お
よ
び
ヤ
ー
ド
確

　

保
補
助
／
１
カ
所
に
つ
き
５
万

　

円
を
上
限
と
し
、
経
費
（
税
抜

　

き
）
の
４
分
の
３
を
補
助

◆
対
象
者
／
果
樹
生
産
販
売
農
家

◆
申
請
期
限
／
３
月
20
日（
木
）

※
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

市
産
業
経
済
部
農
業
振
興
課（
県 

  

平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

 
 

３
２
‐
２
１
１
３

　

ま
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設
課

果
樹
雪
害
軽
減
対
策
事
業
の
お
知
ら
せ

旅　券

 

ＨＰページ番号／000001245
　

こ
れ
ま
で
の
『
訂
正
旅
券
』
は

パ
ス
ポ
ー
ト
の
氏
名
や
本
籍
地
の

都
道
府
県
名
を
変
更
し
た
場
合
、

変
更
箇
所
が
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
記

載
さ
れ
ま
す
が
、署
名
や
顔
写
真
、

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
な
ど
の
情
報
は
変
更

さ
れ
ず
、
出
入
国
審
査
の
際
に
時

間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
か
ら
は
『
記
載
事
項

変
更
旅
券
』
と
い
う
新
た
な
方
式

で
の
発
給
が
始
ま
り
ま
す
。

【
記
載
事
項
変
更
旅
券
の
特
徴
】

○
署
名
・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
・
顔
写
真

　

が
変
更
さ
れ
、
旅
券
番
号
も
変

　

わ
り
ま
す
。
有
効
期
限
は
元
の

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
満
了

　

日
で
、手
数
料
は
６
千
円
で
す
。

※
訂
正
の
際
に
『
記
載
事
項
変
更

　

旅
券
』
で
は
な
く
、
新
し
い
パ

　

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
『
訂
正
旅
券
』
を
お
持

　

ち
の
方
は
、
『
記
載
事
項
変
更

　

旅
券
』
を
申
請
す
る
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
。
署
名
・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

　

プ
・
顔
写
真
の
変
更
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
新
し
い
パ
ス
ポ
ー

　

ト
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
手
続
き
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
市
民
課
（
横
手

　

庁
舎
内
）  

３
５
‐
２
１
７
６

パ
ス
ポ
ー
ト
の
訂
正
方
法
が
変
わ
り
ま
す

窓口受付
　

年
度
末
や
年
度
始
め
は
、転
勤
・

就
職
・
進
学
な
ど
で
住
所
変
更
な

ど
の
手
続
き
が
増
え
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。住
民
異
動
届（
転

入
・
転
出
な
ど
）
の
受
付
や
関
連

す
る
届
出
が
で
き
る
よ
う
に
休
日

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
開
設
日
時

　

３
月
29
日(

土
）、
30
日(

日
）、

４
月
５
日（
土
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

◆
開
設
場
所

　

市
役
所
横
手
庁
舎
（
か
ま
く
ら

館
と
な
り
）
１
階
市
民
課
・
国
保

年
金
課
・
福
祉
総
合
の
各
窓
口

※
横
手
庁
舎
以
外
は
開
設
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
取
り
扱
い
で
き
る
手
続
き

○
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住

　

民
異
動
届
の
受
付

○
印
鑑
登
録
の
受
付

○
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
・

　

抄
本
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付

○
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付（
交

　

付
は
横
手
庁
舎
の
窓
口
で
申
請

　

し
た
も
の
に
限
る
）

○
国
民
年
金
関
係
手
続
き
の
受
付

○
国
保
資
格
取
得
・
喪
失
手
続
き

　

の
受
付

○
福
祉
医
療
費
・
後
期
高
齢
者
医

　

療
に
関
す
る
受
付

○
児
童
手
当
に
関
す
る
手
続
き

※
休
業
し
て
い
る
他
市
町
村
や
関

　

係
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
が
必

　

要
な
際
は
、
当
日
手
続
き
が
で

　

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
再

　

度
、
平
日
に
来
庁
し
て
い
た
だ

　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ

　

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
出
生
・
婚
姻
・
死
亡
な
ど
の
戸

　

籍
届
は
日
直
で
の
取
り
扱
い
に

　

な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
市
民
課
（
横
手

　

庁
舎
内
）  

３
５
‐
２
１
７
６

　

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

　

  

３
５
‐
２
１
８
６

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
横
手
庁
舎
内
）

　

  

３
５
‐
２
１
３
３

休
日
臨
時
窓
口
を
開
設
し
、
転
入
・
転
出
手
続
き
に
対
応
し
ま
す

ＨＰページ番号／000013453 ＨＰページ番号／000009076

市政情報便市役所からのお知らせ 



市政情報便市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

　下水道事業区域や集落排水事業区域以外の地域にお
住まいの方が、新築や増改築、トイレの水洗化などで
浄化槽を設置する場合は、市が本体設置費用の一部を
補助します。
◆交付条件
　主に居住を目的とする住宅等に浄化槽を設置する方
　で、設置後、平成27年３月31日までに使用する方
◆補助対象地域
　下記の区域以外の地域
　公共下水道が供用開始済みの区域や事業が予定され
　ている区域、集落排水処理施設の使用区域
◆浄化槽設置補助金額

浄化槽を設置する場合は、助成が受けられます 　ＨＰページ番号／000001494浄化槽を設置する場合は、助成が受けられます 　ＨＰページ番号／000001494

 

人槽区分
５人槽
７人槽

10人槽

人槽算定基準
延べ床面積が160㎡未満の住宅
延べ床面積が160㎡以上の住宅
浴室および台所が２カ所以上あ
る住宅
（二世帯住宅か大家族住宅用）

補助金額
352,000円
441,000円

588,000円

※下水道や集落排水の事業計画がない地域には、補助
　金額に10万円が上乗せされます。
◆申請期限
　11月28日(金）
◆浄化槽設置後の維持管理
　浄化槽を使用している方は、法令により『保守点検
（年３～４回）』、『清掃（年１回以上）』、『法定検
　査（年１回）』を実施することが義務づけられてい
　ます。これらを怠ると浄化槽の故障や悪臭の原因に
　なりますので、定期的に行いましょう。

＊市では、環境に優しく、電気代も安くなる、低炭素
　型浄化槽を推奨しています。
＊平成25年度から事業区域が大幅に見直されています。
　事業の詳細や対象区域などについては、お問い合わ
　せください。

◆問合せ
　上下水道部下水道課（水道庁舎内）　35-2253

消費税率改正に伴う公共料金等の改定について消費税率改正に伴う公共料金等の改定について

　消費税率は、平成26年４月１日から、現在の５％か
ら８％に引き上げられることになりました。
　公共料金等も税負担の円滑かつ適正な転嫁を皆さん
から負担していただくことが基本となりますので、増
税分については、現行料金等を改定します。今後も経
費節減、適切な維持管理や、安定的なサービス提供に
努めますので、ご理解をお願いします。
　なお、市の施設の使用料等は、施設利用者の負担軽
減や利用率向上などの観点から、４月以降も料金を据
え置きます。

【税込み使用料等を改定するもの】
◎上下水道に関するもの
　水道料金、水道加入金、給水装置工事関連手数料、
　下水道使用料、集落排水施設使用料、浄化槽使用料

◎市立病院等に関するもの
　健康診断・人間ドックなどの検診料、診断書などの
　文書作成手数料、入院時の個室使用料等
※料金の詳細については、お問い合わせください。
◆問合せ　
　市上下水道部経営管理課（水道庁舎内）　35-2251、
　市立横手病院　32-5001、市立大森病院　26-2141

【税込み使用料等が据え置かれるもの】
◎交流施設、公民館などの施設使用料
◎体育館、野球場などの体育施設使用料
◎市営温泉施設の使用料等
◎就業改善センターなどの産業関係施設の使用料
◎墓園の管理手数料等
※上記のほか市内公共施設の使用料

「学校では受けられない授業」参加者募集！　　ＨＰページ番号／000017636「学校では受けられない授業」参加者募集！　　ＨＰページ番号／000017636

●問合せ●市総務企画部国文祭推進事務局（市民会館内）  23-8508

国民文化祭つうしんわ
くわ

く♪♪

vol.10

わくわく♪♪国民文化祭つうしんでは、国民文化祭についての情報や、横手市
での取り組みなどを紹介していきます。次回もお楽しみに！

 国民文化祭つうしん／市政情報便

平成26年度から農振変更（除外）の定期変更を年３回とします平成26年度から農振変更（除外）の定期変更を年３回とします

　市が農業振興地域整備計画で定める農振農用地区域
で、農地転用や土地の開発行為を行う場合は、その農
地を農用地区域から除外する必要があります。
  農振農用地区域から除外するには、市の農業振興地
域整備計画の変更が必要となりますが、この定期変更
をこれまでの年２回から年３回とし、定期変更の年間
スケジュールを下記のとおり変更します。
　また、申出内容を確認する事前協議期間を設けます
ので、できるだけ申出書提出前にご相談ください。
　なお、農地転用が必要な農業用施設については、用

途変更が必要となりますが、用途変更の申出は随時受
け付けします。
【平成26年度第１期変更申出の受付】
◆申出様式および申出場所／各地域局産業建設課
◆申出書提出期限／４月18日（金）
◆計画変更日／８月下旬（予定）
※事前協議は、３月から随時受け付けます。
※申出地によっては除外できない場合があります。
※許可を受けずに農地転用や開発行為を行った場合は
　関係法令により罰せられますのでご注意ください。

ＨＰページ番号／000001959、000017630ＨＰページ番号／000001959、000017630

【農振計画定期変更スケジュール】

 　

　　※時期は、おおよその予定で、前後する場合があります。
　　　◆問合せ／市産業経済部農業政策課（県平鹿地域振興局内）　32-2112または各地域局産業建設課

◆場　所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署
◆結　果／毎時0.04～0.07マイクロシーベルト

【市内の空間放射線量】 市内３カ所での測定値です
　◆期  間／１月21日～２月15日

期　別  
第１期
第２期 
第３期    

事前協議期間
２月中旬～４月中旬
６月中旬～８月中旬
９月中旬～11月中旬  

申出期限 
４月中旬
８月中旬  
11月中旬 

 縦覧公告期間
７月～８月中旬   
11月～12月中旬        
２月～３月中旬

 計画変更日
８月下旬
12月下旬
３月下旬

　皆さんに浸透してきたロゴマーク
　10月４日に開会する第29回国民文化祭・あきた
2014。市内の各所に、のぼりや垂れ幕などを設置
しているので、すでにロゴマークに親しみを感じ
ている方も多いと思います。今後も市では、開催
に向けてより一層ＰＲ活動を進めて行きます。

ロゴマーク
秋田県と人の形を重ね合わ
せ、右腕の先には『発見』、
『創造』につながる『ひら
めき』をオレンジ色の輪で
表現しています。楽しさを
感じさせるタッチで『もう
ひとつの秋田』の明るい未
来をイメージしています。

　横手市のＰＲ活動
　市では、市民の皆さんに国民文化祭に親しみを
持ってもらうため、さまざまなＰＲ活動を行って
います。

皆さんご覧になったこ
とがありませんか
市内の公共施設にのぼ
りやポスター、垂れ幕
を設置　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　皆さん手にしたことが
　ありませんか　　
　市内のイベント開催時
　に配布しているティッ
　シュペーパー　

　横手市では、日本航空と連携して市内の小学５年生
（新６年生）の児童とその保護者、10組20人を羽田空
港に無料で招待し、体験学習する『学校では受けられ
ない授業』を実施します。
　普段は見ることのできない空港内の整備工場や客室
乗務員の様子を見学できます。昼食は、機内食を食べ
ます。
◆期日／４月２日（水）
◆場所／羽田空港
※横手から羽田空港までの往復交通費は無料です。
  （行き）ＪＬ1260　秋田発 8：50→羽田着10：00
　（帰り）ＪＬ1267  羽田発19：00→秋田着20：05　

◆応募方法／
　任意の用紙に児童と保護者の氏名、住所、電話番号、
　学校名を記入し、児童の『私の夢』と題した400字
　程度の作文を添えて、郵送、持参、ファクスのいず
　れかの方法で提出してください。市のホームページ
　からも応募できます。
※応募者多数の場合は、作文などをもとに選考します。
◆応募期限／３月10日（月）
◆応募先・問合せ／
　〒013-0036　横手市条里１丁目１番64号　
　市総務企画部市長公室（南庁舎内）
　　35-2189 　35-2221



 「雪をうたう」市民俳句大会／市長便り

　　
　
　

　

５
，８
８
５
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
第
16
回

『
雪
を
う
た
う
』
市
民
俳
句
大
会
の
選
考
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

中
原
道
夫
先
生
選

特
選

【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】

「
大
つ
ら
ら
た
た
け
ば
楽
器
の
音
を
出
す
」

吉
田
康
樹
（
横
手
南
小
６
年
）

「
大
雪
が
積
も
っ
た
屋
根
は
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
」

吉
田
凌
雅
（
雄
物
川
北
小
５
年
）

「
雪
晴
は
春
の
に
お
い
が
し
て
く
る
よ
」

畠
山
に
こ
（
横
手
南
小
３
年
）

【
中
学
・
高
校
生
部
門
】

「
雪
達
磨
三
日
た
た
ず
み
塊
と
な
る
」

高
橋
尚
汰
（
横
手
養
護
高
等
部
３
年
）

「
つ
ら
ら
た
ち
屋
根
に
つ
か
ま
り
背
を
比
べ
」

藤
井
知
美
（
横
手
清
陵
学
院
高
１
年
）

「
大
雪
で
屋
根
に
で
き
る
リ
ー
ゼ
ン
ト
」

鎌
田　

聖
（
横
手
南
中
２
年
）

【
一
般
部
門
】

「
喜
壽
傘
壽
ど
う
祝
へ
と
や
雪
の
嵩
」

宮
野
榮
子
（
横
手
）

「
地
吹
雪
の
わ
が
家
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
な
り
」

川
崎
青
蛇
（
十
文
字
）

「
何
方
か
が
骨
拾
ふ
仲
雪
見
鍋
」

佐
藤　

浩
（
十
文
字
）

秀
逸

【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】　小
野
陽
清（
雄
物
川
北

小
３
年
）、
小
松
美
月（
睦
合
小
２
年
）、
瀧
澤
美

空（
睦
合
小
４
年
）、
堀
江
ゆ
ず（
境
町
小
３
年
）、

藤
原
俊
平（
山
内
小
６
年
）

【
中
学
・
高
校
生
部
門
】　

梶
原
明
日
佳（
横
手
清

陵
学
院
高
１
年
）、
高
橋
梓（
横
手
清
陵
学
院
高

１
年
）、
石
山
小
葉（
増
田
中
１
年
）、
松
川
雪
子

（
平
成
高
１
年
）、
加
賀
萌（
横
手
北
中
１
年
）

【
一
般
部
門
】　
大
坂
和
子（
平
鹿
）、
石
川
皓
司

（
十
文
字
）、
西
屋
浩
美（
横
手
）、
小
西
圭
子（
雄

物
川
）、
藤
田
和
恵（
横
手
）

黒
田
杏
子
先
生
選

特
選

【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】

「
こ
の
土
地
で
一
生
ぼ
く
は
雪
と
住
む
」

藤
原
俊
平
（
山
内
小
６
年
）

「
雪
だ
る
ま
家
ぞ
く
と
同
じ
五
こ
作
る
」

平
塚
啓
輔
（
十
文
字
第
一
小
２
年
）

「
ね
ぇ
ゆ
き
さ
ん
あ
そ
び
た
い
か
ら
き
え
な
い
で
」

佐
藤
優
衣
（
相
愛
保
育
園
）

【
中
学
・
高
校
生
部
門
】

「
雪
掻
き
に
追
わ
れ
て
心
身
崩
壊
だ
」

髙
橋
悠
菜
（
横
手
高（
定
）１
年
）

「
屋
根
の
上
祖
父
の
隣
で
雪
下
し
」

谷
口　

昴
（
横
手
南
中
２
年
）

「
早
朝
に
雪
掻
す
る
父
見
て
育
つ
」

松
井
博
輝
（
横
手
南
中
２
年
）

【
一
般
部
門
】

「
か
ま
く
ら
の
水
神
様
は
神
神
し
」

熊
地
美
樹
（
秋
田
市
）

「
女
手
で
囲
う
薔
薇
の
木
雪
に
耐
え
」

小
松
英
子
（
横
手
）

「
二
時
間
の
除
雪
を
終
え
て
微
笑
む
娘
」

石
田
キ
サ
子
（
横
手
）

秀
逸

【
幼
児
・
小
学
生
部
門
】　
吉
田
凌
雅（
雄
物
川
北

小
５
年
）、
佐
藤
愛
佳（
睦
合
小
３
年
）、
安
部
心

雪（
福
地
小
２
年
）、
江
戸
和
貴（
福
地
小
６
年
）、

村
木
希
羽（
横
手
南
小
３
年
）

【
中
学
・
高
校
生
部
門
】　
佐
藤
唯
花（
横
手
明
峰

中
１
年
）、古
谷
咲
絢（
横
手
清
陵
学
院
中
２
年
）、

小
原
わ
か
な（
増
田
中
２
年
）、松
井
壮
太（
横
手

南
中
２
年
）、
後
藤
真
由（
十
文
字
中
２
年
）

【
一
般
部
門
】　
森
屋
慶
基（
横
手
）、
眞
壁
桂
子

（
横
手
）、片
倉
弓（
増
田
）、菅
原
牧
子（
十
文
字
）、

佐
々
木
久
雄（
横
手
）

※
こ
の
ほ
か
佳
作
に
１
２
０
句
が
入
賞
し
ま
し
た
。

入
選
作
展
示
会

　

◎
期
間
／
３
月
１
日（
土
）〜
９
日（
日
）

　

◎
場
所
／
Ｙ
ぷ
ら
ざ

　

◆
問
合
せ
／
横
手
中
央
公
民
館

　
　
　

３
２
‐
３
１
３
７

市長便り■ 03 横手市長■髙橋　大

　

４
年
続
き
の
大
雪
に
な
り
ま

し
た
が
、
雲
間
か
ら
の
陽
射
し

に
よ
う
や
く
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
雪
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
雪
は
小
康
状
態
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
３
年
前
の
大

雪
に
匹
敵
す
る
降
雪
量
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
降
っ

た
り
や
ん
だ
り
の
予
報
の
よ
う

で
す
。
体
調
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
作
業
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
大
雪
が
新
聞
や
テ
レ
ビ

な
ど
で
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
扱

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

除
雪
支
援
に
横
手
を
訪
れ
て
く

れ
ま
し
た
。
２
月
11
日
に
は
、

秋
田
市
か
ら
秋
田
工
業
高
校
ラ

グ
ビ
ー
部
の
黒
沢
監
督
以
下
コ

ー
チ
や
部
員
な
ど
50
数
名
が
、

ま
す
だ
保
育
園
の
除
雪
作
業
に

あ
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
り
ま
す
と
、

同
協
議
会
が
今
冬
に
受
付
し
、

作
業
を
終
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
す
で
に
４
０
０
人
を
大
き
く

超
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
中
学
生
や
高

校
生
が
、
休
日
や
部
活
動
の
休

養
日
を
利
用
し
て
除
雪
作
業
を

行
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
貴
重

な
時
間
を
割
い
て
市
を
訪
れ
、

雪
寄
せ
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
ご
恩
を
決
し
て

忘
れ
ず
、
今
後
の
市
政
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 汗だくで作業する秋田工業ラグビー部員

第
16
回

『
雪
を
う
た
う
』市
民
俳
句
大
会

２

Topics

　第23回あきた十文字映画祭が十文字文化センターで行
われ、２月７日から３日間で15本の作品が上映されまし
た。作品の選定、舞台あいさつの依頼まですべてを実行
委員が行う手作りの映画祭。スタッフの一人は「作品が
全国で上映され、ここを通ってまた各地で上映が続きま
す。映画と一緒に旅している感じです」と話しました。
　十文字中学校の生徒が上映までをプロデュースした作
品の舞台あいさつに立ち、作品を選んだ理由や見所を紹
介するなど、幕間でも観客を楽しませていました。

■第23回あきた十文字映画祭（十文字）

映画って本当にいいものですね

上映作品『なにもこわいことはない』について語る監督と出演者

　プロバスケットボール・ｂｊリーグの公式戦が２月15・
16日の両日、増田体育館で行われました。東地区首位の
秋田ノーザンハピネッツと２位の富山グラウジーズとの
頂上決戦を待ちわびたファンが、２日間で3,701人訪れ
会場をハピネッツカラーのピンク色に染めました。
　15日に敗れたハピネッツは、翌16日、富樫勇樹選手が
今シーズン最多の32得点をあげる活躍をみせましたが、
85対90で惜しくも敗れ、成績を29勝７敗としました。５
月に行われる優勝決定戦に向けて、頑張れハピネッツ！ ハピネッツのゴールが決まり歓声に沸く会場（上）、高さを生かしダンク（下）

優勝決定戦に向けて進め！
■ｂｊリーグ公式戦『頂上決戦』（増田）

（雄物川）  

  雄物川郷土資料館で４月13日まで開かれている『ひ
な人形とつるし飾り』展では、江戸時代中期の享保年
間（1716～35）に流行したといわれる享保雛などが展
示されています。今年も、市内でつるし飾り教室を主
宰する大橋壽子さんの教室に通う皆さんの作品が、ひ
な人形の静かな美しさに花を添えています。

つるし飾りにお雛さま

ドリブルで果敢に攻める
　　　　　　　富樫勇樹選手
ドリブルで果敢に攻める
　　　　　　　富樫勇樹選手

  ２月19日、ふれあい館で、手作りＥＭ石けん講習会
が行われました。横手ＥＭ推進会の日高会長が「捨て
る油を使うことによってエコにつながります。より良
い環境を目指しましょう」とあいさつ。参加者は苛性
ソーダとＥＭ(自然界の有用微生物)、廃油等を混ぜ合
わせて、環境にやさしい石けん作りに挑戦しました。

 ＥＭ廃油石けんで“エコ” （山内）

１カ月
熟成

させて
完成

ペペロンチーノを頬張る浅舞小の５年生、精製されたひまわり油(50ml)

■ひまわり油を使った学校給食（平鹿）

学校で育てた恵みが給食に

　浅舞小学校では、子どもたちの情操教育の一環として、
学校近くの10㌃の畑で、地域の人たちと一緒にひまわり
を栽培する『ひまわりプロジェクト』を行っています。
　昨年秋に絵画展を開催したほか、２月14日には、収穫
したひまわりから作られた『ひまわり油』を使い、『ひま
わり油のペペロンチーノ』が平鹿地域内の小中学校の給
食で提供されました。黒澤正尚校長は「地域の人たちと
のふれあいが、子どもたちの成長につながっている。今
後も取り組みを継続していきたい」と話してくれました。



加藤　哲平さん
かとう　てっぺい（24歳・十文字）

　

映
画
観
賞
と
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ミ
ッ
ク
の
収
集

が
趣
味
で
、
休
日
は
映
画
館
に
出
か
け
た
り
、

好
き
な
映
画
の
デ
ィ
ス
ク
を
見
て
過
ご
し
て
い

る
哲
平
さ
ん
。
特
に
お
勧
め
し
た
い
作
品
を
尋

ね
る
と
、
ポ
ー
ル
・
バ
ー
ホ
ー
ベ
ン
監
督
の『
ロ

ボ
コ
ッ
プ
』や『
氷
の
微
笑
』、
ア
ル
・
パ
チ
ー
ノ

主
演
の『
ス
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
』な
ど
を
た
く
さ
ん

あ
る
中
か
ら
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
ン
コ
ミ
ッ
ク
で
は『
バ
ッ
ト
マ
ン
』が

一
押
し
と
の
こ
と
。
哲
平
さ
ん
は
「
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
あ
き
た
十
文
字
映
画
祭
は
、
映
画
フ

ァ
ン
に
と
っ
て
は
と
て
も
良
い
企
画
。
自
分
も

好
き
な
作
品
を
友
達
や
周
り
の
人
に
紹
介
し
て
、

映
画
の
魅
力
を
伝
え
た
い
で
す
」
と
映
画
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

勤
務
先
の(

有)

平
鹿
精
機
製
作
所
で
は
、
部

品
加
工
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
「
ミ
ス
や
ケ

ガ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
作
業
前
の
確
認
は

怠
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
話
す

哲
平
さ
ん
。
仕
事
も
趣
味
も
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。

米谷　京子さん
こめたに　きょうこ(32歳・横手）

  

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
京

子
さ
ん
は
埼
玉
県
の
出
身
で
す
。

福
祉
関
係
の
短
大
を
卒
業
後
、
地

元
の
老
人
ホ
ー
ム
に
介
護
士
と
し

て
就
職
し
、
同
期
入
社
だ
っ
た
夫

の
健
一
さ
ん
と
平
成
18
年
に
結
婚

し
ま
し
た
。
そ
し
て
長
男
の
風
音

君（
７
歳
）、長
女
の
桜
ち
ゃ
ん（
４

歳
）、
次
男
の
春
音
君（
１
歳
）
に

恵
ま
れ
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
３
月
、

風
音
君
の
小
学
校
入
学
を
機
に
、

健
一
さ
ん
の
実
家
の
あ
る
横
手
に

戻
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

京
子
さ
ん
は
、
現
在
、
市
の
社

会
福
祉
課
に
勤
務
し
、
窓
口
や
相

談
業
務
を
明
る
く
行
っ
て
い
ま
す
。

「
仕
事
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
。
方
言
に
は
苦
労

し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
親
切
に
教

え
て
く
れ
て
だ
い
ぶ
慣
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
安
心
し
て
仕
事
が
出
来

る
の
は
、
家
事
や
子
育
て
を
助
け

て
く
れ
る
義
母
の
お
か
げ
で
す
」

と
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
が
好
き
で
富
士
山
に

登
っ
た
経
験
も
あ
る
京
子
さ
ん
。

「
横
手
に
は
、
自
然
豊
か
な
風
景

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
中

で
子
ど
も
た
ち
も
素
直
で
健
康
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
素
敵
な

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

たいゆう保育園（大雄）ぞう組のおともだちたいゆう保育園（大雄）きりん組のおともだち

ふ
う
と

し
ゅ
ん
と

さ
く
ら

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。加藤さんは、前回
の佐藤さんからのご紹介です。

■面積　133.47k㎡
■人口　115,653人
■世帯　 44,032世帯

埼玉県加須市
か　　ぞ

東京都

群馬県

長野県

千葉県

茨城県

栃木県

山梨県

埼玉県

材料（４人分）
○つぼみ菜…200g　　○しめじ…80g　
○アサリむき身…80g　　○パスタ…400g　
○オリーブ油…大さじ２　　○コンソメ…小さじ２

作り方
①パスタは、お好みの硬さに茹でておく。
②つぼみ菜は食べやすい大きさに切り、しめじは石づき
　を取り小房に分ける。
③フライパンにオリーブ油を入れ、②の食材とアサリの
　むき身を炒めながらコンソメで味付けをする。
④③にパスタを入れて混ぜ合わせ、器に盛る。
※お好みで、塩・コショウ・ガーリックパウダーまたは
　バジリコなどを加えて味を調える。

◎今月の紹介者

１人分の栄養量
エネルギー 478.0kcal
タンパク質  19.9g
脂　　　質   8.9g
塩　    分   0.8g

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラ

ダにイイ

市立横手病院・食養科
技師長（管理栄養士） 原田 優子さん
　つぼみ菜は、ビタミンＣなどを多く
含み、栄養性に優れた野菜です。血圧
降下・利尿・リラックス作用のあるＧ
ＡＢＡ（ギャバ）も含まれ、ストレスの
軽減にも役立ちます。早春のシンボル
ともいわれ、鮮やかな緑が一足早く春
の訪れを感じさせてくれます。

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜
牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

1

2

　『あばだらけ』では、会員
が無農薬で栽培したつぼみ

菜を、２月中旬から３月下旬まで販
売しています。横手では生産者が少
ないのですが、無加温のビニールハ
ウスで栽培するため甘味があり、春
を告げる野菜として人気の商品とな
っています。寒じめほうれん草やア
スパラ菜などの春野菜も販売してい
ますので、直売所にお越しください。
（直売所『雪んこの里あばだらけ』・会長・伊藤勇一さん・横手）

『つぼみ菜』今月の食材

つぼみ菜のあっさりパスタつぼみ菜のあっさりパスタ

　さんない演歌クラブは、歌好きな仲間が集まり
平成22年５月に結成されたサークルです。　
　現在、会員は13人。毎月第２金曜日と第４土曜
日の午後１時から、ぽっぽあいのので例会を開き
昭和の演歌を中心にカラオケを楽しんでいます。
山内の文化祭をはじめ、いものこまつりや市民ス
テージ祭にも出演。お盆と正月などには、地域の
デイサービスセンターでミニコンサートを開催し、
心にしみる懐かしの名曲を披露しています。
　「歌にはその時代の思い出がたくさん詰まって
いると思います。歌を聞きながら、曲が流行した
当時の自分を振り返り、昔話に花を咲かせていま
す」と笑顔で話す会員の皆さん。
　会長の高橋さんは「大好きな歌をうたい、お互
いの情報交換をしながら楽しく活動しています。
歌をうたうことが、自分たちの健康と元気の源に
なっています」と話してくれました。
◆問合せ　高橋金一さん 　53-3077

カラオケサークル（山内）
『さんない演歌クラブ』
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横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
開
催

【
人
材
力
強
化
育
成
学
習
会
】

　

新
卒
者
、
製
造
業
初
心
者
な
ど
を

対
象
に
、
も
の
づ
く
り
企
業
人
の
心

構
え
や
改
善
の
考
え
方
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
12
日（
水
）、13
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
※
い
ず
れ

　

か
１
日
を
受
講

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
受
講
料
／
無
料

【
日
本
酒
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
認
定
講
座
】

　

観
光
・
飲
食
業
関
係
者
、
興
味
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
日
本
酒
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
横
手
を
訪
れ
る
観
光

客
に
お
酒
の
紹
介
を
通
し
た
『
お
も

て
な
し
』
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
３
月
16
日(

日)

午
後
１
時

　

30
分
〜
５
時

◆
場
所
／
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

◆
認
定
料
／
２
，
５
０
０
円

◆
定
員
／
30
人

【『
食
』の
商
品
企
画
書
、書
き
方
セ
ミ  

 

ナ
ー
】

　

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
・
農
業
・
食
品

製
造
関
係
者
、
加
工
グ
ル
ー
プ
、
起

業
・
創
業
希
望
者
、
求
職
中
の
方
な

ど
を
対
象
に
、
商
品
企
画
書
の
作
成

の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
17
日（
月
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
受
講
料
／
無
料

《
共
通
事
項
》

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
内
）　

３
３
‐
３
８
９
９

    
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

    
『
エ
ク
セ
ル
機
能
を
学
ぼ
う
』

　

女
性
を
対
象
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー

ン
や
生
活
の
中
で
活
用
で
き
る
エ
ク

セ
ル
機
能
を
学
び
ま
す
。
受
講
料
等

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
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　秋田の自慢のお酒の販売や県内
の陶芸家たちによる『おちょこ』
の販売、発酵食品やおつまみの販
売、フリーマーケットなども開催
します。おいしくて楽しい催しが
満載。米どころ横手ならではの発
酵の食文化をご紹介します。
◆日　時／３月16日(日)10：00～16：00　　
◆場　所／Ｙ2ぷらざオープンスペース
◆主なイベント／
　11：00～横手の郷土料理
　11：45～麹屋監修レシピや簡単調理体験
　13：00～さけがぁるPresents『横手の利き酒王決定戦』
　　　　 ◎横手の蔵元５蔵の酒を飲み比べ、当たっ
　　　　　 た方には豪華景品を進呈します。       
　　　　 ◎参加費1,500円（参加賞あり）
　　　　 ◎先着70人                

 

　演歌歌手“大親分・円山和子さん”の歌謡ショーと
ブラボー中谷さんの弟子“イカサママジシャン・ＤＪ
タケムラさん”が不思議な世界を披露します。秋田県
出身のお二人のステージをお楽しみください。
◆日　時／３月21日(金・春分の日）13：30開演
◆料　金／入館料のみ（３時間まで大人400円、３時間
　　　　  以上600円※入浴料を含みます）
◆場　所・問合せ／ゆっぷる　25-3801

円山和子歌謡ショー　＆　円山和子歌謡ショー　＆　 ゆっぷる ゆっぷる

募　
集

◆市県民税の申告相談が２月３日から始まっています。
　『申告相談日程表』（１月15日号の市報に折り込み）
　を確認のうえ、忘れずに３月17日（月）までに申告し
　てください。
◆未申告の方は、市税の軽減や減免を受けられなくな
　る場合がありますのでご注意ください。
◆横手税務署からの指導で、３月17日を過ぎると確定
　申告書の作成が、市役所ではできなくなります。確
　定申告をされる方は、期限までに申告してください。
◆申告相談日の日程が不明な方は、下記の各税務担当
　課へお問い合わせください。

平成26年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月17日まで〟です

平成26年度『市県民税の申告相談』は                
〝３月17日まで〟です

＊横　手／財務部 市民税課（　32-2510） 
＊増　田／増田地域局 地域振興課（　45-5510） 
＊平　鹿／平鹿地域局 地域振興課（　24-1283）
＊雄物川／雄物川地域局 地域振興課（　22-2111） 
＊大　森／大森地域局 地域振興課（　26-2111）
＊十文字／十文字地域局 地域振興課（　42-5111）
＊山　内／山内地域局 地域振興課（　53-2111）
＊大　雄／大雄地域局 地域振興課（　52-2111）

「ＤＪタケムラ」イカサママジックショー「ＤＪタケムラ」イカサママジックショー

　寄贈された絵本は、希望する幼稚園・保育
所等に配布、再活用します。通年受け付けしています。
【募集する本は、乳幼児向け・小学校低学年向けの
  絵本で、傷みが少なく再利用に十分耐えられるもの】

◆受付窓口／県立図書館または市内各地域の市立図書
　　　　　　館で受け付けしています。
◆問合せ／県企画振興部総合政策課　018-862-5200

「スギッチリサイクル文庫」へ　「スギッチリサイクル文庫」へ　
　　　不要な絵本をお譲りください　　　不要な絵本をお譲りください

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講　
座

問合せ／よこてイースト管理事務所　　38-8851問合せ／よこてイースト管理事務所　　38-8851

「秋田県マスコット スギッチ」

３月のよこてイーストイベント情報３月のよこてイーストイベント情報

よこいち。テーマは「発酵フェス」よこいち。テーマは「発酵フェス」

東日本大震災からもうすぐ３年
災害への備えを点検しましょう
東日本大震災からもうすぐ３年

災害への備えを点検しましょう
【家庭内では】
◎安全な避難場所・避難ルート等を確認しておきましょ
　う。
◎避難する時に、病人や子どもの付き添いを誰がするか
　など、　家庭内の役割分担を話し合っておきましょう。
◎災害用伝言ダイヤルの活用など、家族間の連絡手段を
　確認しておきましょう。
【自宅の内外では】
◎家の中や周辺に危険な所がないか定期的に点検してお
　きましょう。
◎家屋、家財道具などの転倒・落下防止等の措置を講じ
　ておきましょう。
◎防災ラジオがある場合は、電源コードは差したままに
　し、乾電池を入れ、聞こえやすい場所に置きましょう。
【非常持ち出し袋の準備】
◎懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救急医療用品、貴重品、
　非常食品、常備薬等最小限の非常持ち出し品を準備し
　て、リュックなどに入れておきましょう。
◎非常持ち出し袋は、すぐ持ち出せる場所に置きましょう。

－横手警察署・市消防本部・市総務企画部危機管理室－

土屋幼稚園（横手）はと組のおともだち 土屋幼稚園（横手）ひばり組のおともだち



地域からのお知らせ

　　
『エアーボード体験＆ほろわんぱーく展』
　新しいスノーアクティビティ『エアーボード』で、冬を
思いっきり楽しんでみませんか。また、保呂羽山少年自
然の家での活動写真や工作などの展示会も開催します。
●日時／３月９日（日）①午前９時30分～、②午後１時～
●場所／天下森スキー場  ●参加費／無料　●問合せ／
保呂羽山少年自然の家 　26-6011
　
『フットケアセラピスト養成講座』（全４回開催）
  介護現場での活用や身近な方への気軽なヘルスケアな
どに役立つ、フットケアセラピストの資格を取得してみ
ませんか。
●日時／【日曜コース】３月９日(日)、【平日コース】11日
(火)、午前10時～午後３時※２回目以降は要相談　●場
所／Ｙ2ぷらざ　●受講料／３万７千円　●申込み／リラ
クゼーションサークル 大久保さん 　090-7325-0212
　
『横手読書会 ３月例会』
●日時／３月11日(火)午後２時～ ●場所／女性センター
●演題／『-本多上野介正純公子孫異聞-（続）』　●講師／
横手文化財保護協会・佐川君子副会長　●問合せ／横手
図書館 　32-2662
　　　　
『ひきこもりはもうおしまい！』
　デリケートなお子様をもつご両親のための〝コミュニ
ケーション心理学〟を学びます。
●日時／３月14日（金）・21日（金）、午後６時30分～　●
場所／Ｙ2ぷらざ　●参加費／無料　●問合せ／鈴木さん 
　090-4674-0310
　　
横手市テニス協会主催『初心者硬式テニス教室』
　基本練習を通じて、テニスの楽しさを体験してみませ
んか。ラケットが無い方にはお貸しします。
●日時／３月15日(土)午前10時～正午　●場所／横手体
育館　●対象／子どもから大人　●参加費／無料※申し
込み不要　●問合せ／高橋さん 　090-4880-3561
　　
『自然を愛する皆さんの集い』　
●日時／３月16日(日)午後１時～　●場所／煉瓦屋　●
内容／①『よこて農家塾について』講師：小田嶋伝一氏、
②『なんでもコラボしてライブを楽しもう！』 ●参加費
／800円（洋菓子付）※要予約  ●申込み／ＮＰＯヒューマ
ニティコミュニケーション（煉瓦屋内） 　33-2811
　　　
『親子絵手紙教室』～親子で絵手紙を書いてみませんか～
　道具類は全て準備しています。お気軽に参加ください。
●日時／３月21日（金）午後２時～ ●場所／Ｙ2ぷらざ３階 
●参加費／無料 ●定員／親子８組 ●申込み／ふるさと
絵手紙の会 奥山さん 　090-9428-5547
　
横手おやこ劇場 第78回鑑賞活動 人形劇『ふたりはともだち』
　アーノルド・ローベルの名作『ふたりはともだち』が
人形劇になってやってきます。がまくんとかえるくんの
心あたたまる友情物語をお楽しみください。
●日時／３月25日(火)午後７時～ ●場所／サンサン横手 
●公演／ひとみ座  ●会費／入会金200円、月会費800円
（３歳以下無料）　●問合せ／横手おやこ劇場 　33-0812
（電話受付／火曜・金曜日の午前11時～午後3時）

 
　　　　
『ヨガ Ｓｈｉｎｉｎｇ Ｍｏｏｎ ～レッスン（60分）～』
　気持ちよく体と心を癒してみませんか。
●日時／３月４日（火）午後１時30分～、６日（木）午後６時
30分～、11日（火）午前10時30分～、13日（木）午後６時30分
～、18日（火）午前10時30分～、20日（木）午後６時30分～、
27日（木）午後６時30分～、28日（金）午前10時30分～ ●場
所／Ｙ2ぷらざ３階  ●受講料／１回1,000円（初回500円）
お得な回数券有り　●持ち物／ヨガマットまたはバスタ
オル、飲み物　●申込み／吉岡さん 　090-5405-7731
　　　
『つかえる英語講座』（外国人教師による中級英会話）
●日時／３月４日(火)午後７時15分～８時45分　●場所
／Ｙ2ぷらざ３階　●受講料／１回1,000円（学生は300円）
●問合せ／田口さん 　080-1829-4754
　　
南部シルバーエリア イベント案内
【『春の絵画展』山下哲郎氏作】入場無料
●期間／３月５日(水)～30日(日)、午前９時～午後５時
【自然食品を使用した『マクロビオティック料理教室』
 ～玄米ご飯・雑穀コロッケ・すいとん～】
●日時／３月15日(土)午前10時～　●参加費／1,000円 
●定員／20人　●申込開始／３月４日(火)
〈共通事項〉 ●申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　　　　
『2014 早春絵画・書道５人展』
奥正保・西田和雄・山内甚一・（故）高橋勇・高橋よ志 作
●期間／３月５日(水)～15日（土）、午前10時～午後４時 
※15日は午後３時まで、火曜日休館　●入場料／無料　
●場所・問合せ／ね・ま～れ（十文字駅前） 　42-5320
　　
被災地復興支援『気まぐれ弾き語りコンサート♪Vol.10』
　幅広いジャンルのカバー曲とオリジナル曲を演奏します。
●日時／３月８日(土)午前10時～午後７時30分　●場所
／Ｙ2ぷらざ　●入場料／無料※東日本大震災復興支援の
募金箱あり  ●問合せ／ごやさん 　090-6629-0089
　

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。

広告広告

受付献血日程献血日程

３月２日(日)
横　手

全血

種類月日・地域 実　施　場　所

３月４日(火)
横　手

イオン横手店（旧横手サティ）
（400ml献血推進キャンペーン） 

受付時間

羽後交通㈱

３月13日(木)
平　鹿 秋田県果樹試験場

横手市役所平鹿庁舎

みちのくコカ・コーラ横手・湯沢

10：00～11：40
13：00～16：00

10：00～11：45

15：15～16：00

13：30～14：15
15：00～16：00

２月１日～２月15日届出分２月１日～２月15日届出分 く や みお     
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区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
芸 

    

能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

横
手
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
に
登
録
し
、
高
齢
者
福
祉
施
設

等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
団
体
が
、
日
頃
の
活
動
を
発
表
し

ま
す
。
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
の
ほ
か
、
ど
な
た
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
15
日(

土)
午
後
１
時

　

〜
４
時
※
開
場
午
後
０
時
30
分

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
合
せ
／
横
手
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

連
絡
協
議
会
（
横
手
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
横
手
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

３
３
‐
８
６
６
８

催　
し



ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

た
よ
り

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

広告広告

発行号「３月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は賞品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　３月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
担
当
あ

て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
賞
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

横手かまくらＦＭで、
毎日３回、行政情報など
を放送中です！

　ＦＭのアナウンサーが、タイムスリップして後
三年合戦の舞台をリポートする、ラジオドラマ第
２弾『ゴサキヨ２ 黄金回廊』。毎月最終日曜日、
計８回シリーズでお送りしてきましたが、いよい
よ最終回を迎えます。第８話は３月30日(日)正午
から。感動のラストをどうぞお楽しみに！ 

後三年合戦ラジオドラマ『ゴサキヨ２』

月曜日から金曜日
　・午前８時00分～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時00分のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・午前11時05分～11時20分のうち、10分間
　・午後０時45分～１時00分のうち、10分間　

防災ラジオ試験放送時間
毎月第２水曜日　午前11時45分～正午
次回の放送は、３月12日(水)

　

仕
事
の
関
係
で
昨
年
12
月
、
夫
が

十
文
字
町
で
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

結
婚
30
年
目
に
し
て
初
の
別
居
生

活
。
一
人
の
生
活
に
も
少
し
ず
つ
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
大
雪
に
よ
る
被
害

が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
と
、
毎
日
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
五
城
目
の
だ
ま
っ
こ
さ
ん
・
53
歳
・

五
城
目
町
）

　

こ
の
雪
で
自
宅
か
ら
職
場
ま
で
、

夏
の
倍
以
上
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
通
勤
中
の
ス
ト
レ
ス

解
消
は
何
か
な
い
か
と
考
え
、
色
々

実
行
し
て
い
ま
す
。
春
に
ラ
イ
ブ
に

行
く
予
定
な
の
で
、
今
は
車
中
で
カ

ラ
オ
ケ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
吹
雪
の
日

が
続
き
ま
す
。
安
全
運
転
を
心
が
け

た
い
で
す
。

（
ゆ
う
こ
り
ん
さ
ん
・
39
歳
・
雄
物
川)

　

去
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
肩
に
痛
み
が

出
て
き
て
、
病
院
通
い
の
日
々
で
し

た
が
、
こ
の
大
雪
で
毎
日
除
雪
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
う
そ
の
よ

う
に
肩
の
痛
み
は
な
く
な
り
、
今
で

は
薬
い
ら
ず
で
す
。
私
の
場
合
、
た

だ
の
運
動
不
足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
リ
ア
ル
雪
だ
る
ま
さ
ん
・
34
歳
・

十
文
字)

　

暮
れ
か
ら
、
新
年
に
か
け
て
何
と

な
く
横
手
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
色
々
大
変
で
し

ょ
う
が
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
雪
、

大
変
で
す
ね
。
ほ
ど
ほ
ど
で
春
を
む

か
え
る
事
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
毎
日
で
す
。

（
Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
・
68
歳
・
十
文
字)

　

生
後
３
カ
月
の
ひ
孫
に
年
賀
状
を

出
し
ま
し
た
。『
我
が
家
の
ア
イ
ド

ル
○
○
ち
ゃ
ん
。
ヒ
イ
ば
あ
さ
ん
か

ら
の
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
で
す
。
健
康
で

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
』

　

実
は
こ
の
ハ
ガ
キ
郵
便
番
号
を
ま

ち
が
え
た
書
き
損
じ
の
ハ
ガ
キ
。
で

も
切
手
が
当
た
っ
て
い
た
ん
で
す
。

ヨ
カ
ッ
タ
ヨ
カ
ッ
タ
！

（
ヒ
イ
バ
ッ
パ
さ
ん
・
77
歳
・
十
文
字)

　　

50
数
年
ぶ
り
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
始

め
ま
し
た
。
冬
場
に
仲
間
と
、
高
齢

者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
仲
間
と
12
月
に
ド
ー
ム
劇
場
で

『
ふ
る
さ
と
』を
演
奏
。
大
雪
の
中
、

雪
消
し
の
合
い
間
に
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
広
げ
よ
う
と
ブ
ー
ブ
ー
や
っ
て
い

ま
す
。
唱
歌
に
歌
謡
曲
…
と
。
自
分

で
自
分
を
元
気
に
し
て
頑
張
ろ
う
。

『
い
つ
で
も
ス
タ
ー
ト
で
き
る
』

（
メ
タ
ポ
ッ
コ
リ
さ
ん
・
63
歳
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雄
物
川)

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
思
う
の
で
す

が
、
旭
岡
山
神
社
の
梵
天
は
、
大
き

く
て
さ
が
り
も
カ
ラ
フ
ル
で
ス
テ
キ

な
の
で
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
沢
山
の

人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
紙
ウ
サ
ギ
さ
ん
・
49
歳
・
横
手)　

　

寒
く
て
ス
ト
ー
ブ
の
前
か
ら
離
れ

た
く
な
い
の
に
、
孫
た
ち
は
外
で
遊

び
た
く
て
た
ま
ら
な
い
み
た
い
で
す
。

雪
だ
る
ま
、
そ
り
…
雪
の
上
に
寝
こ

ろ
が
っ
て
楽
し
そ
う
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
・
56
歳
・
平
鹿)

　

先
日
、
久
し
振
り
に
映
画
を
観
て

来
ま
し
た
。
終
戦
の
頃
の
日
本
が
舞

台
の
映
画『
永
遠
の
０
』で
す
。
十
八
、

九
才
の
若
者
が
敵
の
軍
艦
に
体
当
た

り
し
て
命
を
捨
て
る
場
面
を
観
て
涙

を
流
し
ま
し
た
。
私
も
少
し
軍
隊
に

行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
戦
争
は
二
度

と
繰
返
し
た
く
な
い
。
皆
さ
ん
に
も

是
非
、
観
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
藤
田
さ
ん
・
88
歳
・
横
手)

　

体
力
の
限
界
で
し
た
が
、
雪
も
落

ち
着
き
、
春
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま

し
た
。
春
に
な
る
と
山
菜
の
季
節
。

東
京
な
ど
に
居
る
友
に
送
る
ワ
ラ
ビ

の
数
は
知
れ
ま
せ
ん
。
ワ
ラ
ビ
の
ほ

か
に
、
一
緒
に
浅
舞
の
味
噌
漬
も
送

っ
て
い
ま
す
。

（
Ｒ
・
Ｓ
さ
ん
・
75
歳
・
平
鹿)

　

東
京
の
大
学
へ
進
学
し
た
娘
の
好

物
は
、
ず
ば
り『
お
漬
物
』。
秋
田
の

味
が
恋
し
く
な
る
の
か
、
私
が
娘
の

と
こ
ろ
へ
行
く
時
は
、
必
ず
お
漬
物

を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

そ
れ
は
大
喜
び
。
東
京
で
一
人
暮
ら

し
で
す
が
、
秋
田
の
お
い
し
い
お
米

と
お
漬
物
で
、
日
々
頑
張
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
ふ
る
さ
と

の
味
は
、
い
い
も
の
な
ん
で
す
ネ
。

（
い
ぶ
り
が
っ
こ
さ
ん
・
42
歳
・
大
森)

　

高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
毎
日
が
忙

し
く
時
間
と
の
闘
い
だ
…
と
自
分
を

一
番
忙
し
い
か
の
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
母
の
方
が
忙
し
く
時
間

に
追
わ
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と

感
じ
始
め
ま
し
た
。
私
の
お
弁
当
を

つ
く
っ
た
り
雪
よ
せ
し
た
り
…
休
み

の
日
も
４
時
半
に
起
き
た
り
し
て
大

変
だ
な
ぁ
…
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

横
手
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
み
ん
な
こ

ん
な
風
に
し
て
や
り
く
り
し
て
る
ん

だ
ろ
う
な
…
。

（
て
る
て
る
さ
ん
・
16
歳
・
横
手)

　

私
は
、
市
の
手
話
通
訳
養
成
講
座

に
通
い
始
め
て
６
年
に
な
り
ま
す
。

初
め
は
趣
味
で
通
っ
て
い
て
、
日
常

あ
ま
り
必
要
で
な
い
為
、
な
か
な
か

覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

毎
週
、
習
慣
の
よ
う
に
勉
強
し
て
い

る
う
ち
、
ろ
う
あ
者
の
方
と
も
出
会

い
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
勉
強

に
な
り
、
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。
昨
年
初
め
て
全
国
手
話
検
定
試

験
を
受
験
し
、
３
級
に
合
格
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
２
級
に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
カ
プ
リ
さ
ん
・
62
歳
・
横
手)

　

夏
は
暑
中
や
残
暑
見
舞
い
の
仕
来

た
り
が
あ
る
。
北
国
の
冬
、
雪
に
対

し
て
秋
田
県
は
４
年
続
け
て
の
豪
雪

に
見
ま
わ
れ
、
雪
国
の
使
命
を
か
け

て
雪
と
闘
い
、
数
億
円
の
莫
大
な
除

雪
費
を
か
け
て
い
る
。
そ
こ
で
『
豪

雪
見
舞
』
な
る
流
行
語
が
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
。
雪
の
な
い
全
国
の
人
に

雪
国
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
少
し
は
心
が
報
わ
れ

る
。
春
に
は
雪
は
消
え
る
が
、
災
害

は
人
々
の
心
の
中
か
ら
は
消
え
な
い
。

（
秋
南
サ
ミ
ッ
ト
さ
ん
・
63
歳
・
増
田)

　

夜
間
に
耳
鳴
り
が
し
て
病
院
で
検

査
と
診
察
を
受
け
薬
を
服
用
し
、
見

事
回
復
し
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

医
師
に
よ
る
と
、
加
齢
か
ら
来
る
症

状
で
自
然
の
摂
理
と
の
こ
と
。
人
生

80
年
時
代
、
病
気
も
友
達
と
し
て
捉

え
上
手
な
付
き
合
い
が
必
要
で
は
と

達
観
し
て
い
ま
す
。
今
の
心
境
は
、

カ
レ
ー
大
好
き
・
加
齢
大
嫌
い
で
す
。

（
好
き
嫌
い
容
認
論
者
さ
ん
・
72
歳
・

横
手)

　

３
月
に
な
れ
ば
ひ
な
祭
り
の
便
り

も
き
か
れ
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
女

で
あ
れ
ば
心
が
さ
わ
ぎ
ま
す
。
ひ
な

祭
り
の
時
は
子
供
以
上
に
、
自
分
が

は
し
ゃ
い
だ
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
頃

を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
、
娘
が
い

た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
つ
か
の
間
の

幸
せ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
遠
藤
さ
ん
・
70
歳
・
平
鹿)

３３
（１/16～２/15日到着分）

（１/16～２/15日到着分）

１１
20142014

　秋田大学の学生のみな
さんが、山内地域で大根
の燻し、漬け込み、パッ
ク詰めなどの製造に携わ
り、自分たちで商品化し
た『いぶりばでぃ』。市主
催のいぶりんピック初代チャンピオンの手ほどきを受
け、昔ながらの製法で丹精込めて漬け込んだ逸品です。
独特の香りと歯ごたえをお楽しみください。
　今回は１／４サイズとスライスをセットにして７名
様にプレゼントします。
【提供】秋田大学横手分校 　38-8304
※県内のタカヤナギ各店で、３月上旬より販売します。

秋田大学オフィシャル“いぶりがっこ” 

『いぶりばでぃ』

五穀豊穣を祈願する阿気兜台神社の雪中田植え（大雄）

五穀豊穣を祈願する阿気兜台神社の雪中田植え（大雄）



広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　豪華な衣装に身を包んだ『エリザベ
スⅠ世』や、『サン・ベルナール峠を越
えるナポレオン』など、世界の名画が
描かれた時代の背景や歴史、秘話など
を綴った一冊です。絵が生まれた背景
を知ってからもう一度見直すと、今ま
で以上に絵画鑑賞が楽しくなります。

『名画の謎』 陰謀の歴史篇
 中野京子＝著／文藝春秋
『名画の謎』 陰謀の歴史篇
 中野京子＝著／文藝春秋

　昨年、ノーベル平和賞候補にもなっ
たマララさん。武装グループに支配さ
れたパキスタンの一地方で、教育を受
ける権利を主張し続け、国連で行った
演説を紹介した本です。子どもたちに
学ぶことの大切さを伝える一冊としてお勧めです。

・３月８日（土）午前10時30分～／十文字
・３月９日（日）午前10時30分～／横手
・３月15日（土）午前10時30分～／増田
・３月16日（日）午前10時30分～／雄物川、大森
・３月26日（水）午前10時～／平鹿

３月のおはなし会　会場：各図書館３月のおはなし会　会場：各図書館

◆大人向け

◆こども向け

・しあわせになる脳はだっこでそだつ／山口創
・下町ボブスレー・町工場の挑戦／細貝淳一
・ブラバンアクセサリー／福家聡子
・個人情報ダダ漏れです！／岡嶋裕史　
・子どもと一緒に防災の本／坂本廣子
・地面のボタンのなぞ／日本土地家屋調査士連合会＝編
・江戸のお店屋さん／藤川智子
・モンスターと呼ばれたリンゴ ふじ／小泉光久
・ぼくだってウルトラマン／よしながこうたく
・ぼくは46億歳／豊田充穂
・クッキーひめ／おおいしじゅんこ

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

『ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか。』     
 マララ・ユスフザイ＝述、石井光太＝文
 ／ポプラ社

『ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか。』     
 マララ・ユスフザイ＝述、石井光太＝文
 ／ポプラ社

　今年は雪の降り始めが
早く「いつまで降るんだ
ろうか……」と心配した
のではないでしょうか。
新聞やテレビでも横手の
大雪の状況が大きく取り
上げられ、多くの方が除
雪ボランティアに来てい
ただきました。２月には
全国ラグビー大会でベス
ト８の活躍をみせた秋田
工業高校ラグビー部の皆
さんが、ますだ保育園で
除雪ボランティアを行っ
ています。ラグビー精神
の「ワン・フォア・オール、
オール・フォア・ワン（一
人はみんなのために、み
んなは一人のために）」と
黙々と作業をする姿に心
を打たれました。（久和）

あとがき
広報担当者のつぶやき

　自分が読んだ本を記録し、振り返るための『読書通帳』
を発行しています。各図書館の窓口で配布していますの
で、ご利用ください。

『読書通帳』発行しています！『読書通帳』発行しています！

お出かけ、ご利用前にご確認ください休館日 診療所
横手図書館 ・・・・・・ 3月3・5・12・19日
増田図書館 ・・・・・・ 3月3・10・17日
平鹿図書館 ・・・・・・ 3月3・4・11・18日
雄物川図書館 ・・・・ 3月3・5・12・19日
大森図書館 ・・・・・・ 3月3・4・11・18日
十文字図書館 ・・・・ 3月3・5・12・19日
山内図書館 ・・・・・・ 3月1・2・8・9・15・16日
大雄図書館 ・・・・・・ 3月3・6・10・13・16・17・20日
雄物川郷土資料館　3月3・10・17日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 3月19日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 3月4・11・18日
えがおの丘 ・・・・・・ 3月3・10・17日
大森健康温泉 ・・・・ 3月3・10・17日
ゆとりおん大雄 ・・ 3月6・20日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 3月5・12・19日
　西・南部 ・・・・・・ 3月1・2・8・9・15・16日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 3月3・10・17日
南部シルバーエリア　3月3・10・17日

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　3月5・12・19日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　3月5・12・19日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　3月10・24日（月）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　3月4・11・18日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　3月6・13・20日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

横手やきそばと共に半世紀

たくみ

全国に横手やきそばのファンがいる。
この味を伝え続けたい。

いとう　かずお　
昭和22年、秋田市生まれ。父の仕事の関係で８歳の
時から横手に移り住む。現在は市内旭川で横手やき
そばを中心に提供する食堂『福龍』を営む。横手や
きそば暖簾会理事長。暖簾会も構成団体になってい
る横手やきそばサンライ’Ｓの一員として、全国各地
に出向き、横手やきそばの味を広めている。

伊藤 一男さん（67歳・横手）

　

平
成
21
年
に
横
手
市
で
開
催
さ
れ
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ
で

ま
ち
お
こ
し
の
祭
典
『
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
』
で
ゴ
ー
ル
ド

グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
『
横
手
や
き
そ
ば
暖
簾
会
』。
暖
簾

会
を
牽
引
し
『
横
手
や
き
そ
ば
』
の
味
を
長
年
に
わ
た
り
、

全
国
に
発
信
し
て
い
る
匠
が
伊
藤
さ
ん
で
あ
る
。　

　

戦
後
、
お
好
み
焼
き
用
の
鉄
板
を
利
用
し
て
生
ま
れ
た
横

手
や
き
そ
ば
は
、
太
く
て
真
っ
す
ぐ
な
ゆ
で
麺
に
、
キ
ャ
ベ

ツ
や
豚
挽
肉
が
具
と
し
て
入
り
、
半
熟
の
目
玉
焼
が
の
せ
ら

れ
、
福
神
漬
け
も
添
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
さ
れ
る
。

  

昭
和
40
年
、
高
校
を
卒
業
し
た
伊
藤
さ
ん
は
、
父
が
営
む

や
き
そ
ば
と
中
華
そ
ば
の
食
堂
『
満
福
』
で
働
き
始
め
る
。

当
時
、
横
手
や
き
そ
ば
を
初
め
て
提
供
し
た
『
元
祖
神
谷
焼

き
そ
ば
屋
』
の
店
主
、
萩
原
安
治
さ
ん
に
腕
を
見
込
ま
れ
、

二
人
で
市
内
各
地
の
食
堂
な
ど
に
出
向
い
て
、
そ
の
味
を
広

め
て
い
っ
た
。
40
年
代
前
半
、
提
供
す
る
店
舗
が
、
市
内
に

80
店
ほ
ど
に
な
り
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
そ
の
後
、
年
月
を
経

て
、
横
手
や
き
そ
ば
が
新
た
な
転
機
を
迎
え
た
の
は
、
平
成

12
年
、
市
が
横
手
や
き
そ
ば
で
ま
ち
お
こ
し
を
始
め
た
時
だ

っ
た
。
翌
年
に
は
、
提
供
店
を
中
心
に
『
横
手
や
き
そ
ば
暖

簾
会
』
が
設
立
さ
れ
、
平
成
14
年
に
は
静
岡
県
富
士
宮
市
と

群
馬
県
太
田
市
と
一
緒
に
『
三
国
同
麺
』
を
締
結
す
る
。

　

匠
は
暖
簾
会
発
足
時
、
会
長
に
就
任
し
、
平
成
20
年
の
協

働
組
合
化
後
は
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。
「
週
末
に
は
、
仲

間
と
一
緒
に
全
国
各
地
で
、
横
手
や
き
そ
ば
を
提
供
し
た
。

Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
度
は
横
手
に

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
一

方
で
「
市
内
の
家
庭
で
も
、
昔
の
よ
う
に
お
や
つ
感
覚
で
や

き
そ
ば
を
食
べ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

地
元
を
は
じ
め
多
く
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
横

手
や
き
そ
ば
。
そ
の
陰
に
は
、
匠
を
筆
頭
に
、
横
手
や
き
そ

ば
職
人
た
ち
の
熱
い
思
い
が
あ
り
、
そ
の
味
は
今
後
も
受
け

継
が
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

横手やきそば職人Vol.100

け
ん
い
ん
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女子バスケットボールＷリーグ　開場8：30～、増田体育館
特別展『ひな人形とつるし飾り』
　　～4月13日、9：00～17：00、雄物川郷土資料館
村枝賢一原画展　～4月6日、9：30～17：00、増田まんが美術館
地域づくり協議会委員全体研修会　15：00～、浅舞公民館
各中学校卒業式　3月2日、8日　
　急 平鹿総合病院（井田医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始3月19日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
県南地区青少年育成運動指導者研修会　13：30～、Ｙ2ぷらざ
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
　健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　心 十文字町幸福会館

後三年合戦金沢柵公開講座　10：00～、詳しくは9ページ
美の国アクティブカレッジ公開講座
　　13：00～、秋田県立近代美術館
第66回市民医学講座　14：00～、かまくら館
大正ピアノ演奏会　
第２回じゅうもんじ音楽祭　
　急 市立横手病院（磯部医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　行 心 増田地区多目的研修センター　9：30～12：00

木戸五郎兵衛神社初午祭り
　　奉納11：00頃～、雄物川沼館地区
防災ラジオ試験放送日　11：45頃～、（横手かまくらＦＭ）
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
各小学校卒業式　3月14日、15日、18日　
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9：30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00

秋田県スポーツ交流大会『スマイルボウリング』
　　受付開始8：30～、大森体育館
よこいち。『発酵フェス』　10：00～16：00、Ｙ2ぷらざ
　急 平鹿総合病院（荻原医師、妹尾医師※１）　32-5124
　急 渡辺内科循環器科医院（横手）　35-7020
　児 平鹿総合病院（伊藤医師）　32-5124
　行 雄物川地域局特別会議室　10：00～12：00

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
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3.1　3.203.1　3.20３月12日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ３月12日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ！！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…今月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8528）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行 税

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３月２日（日）「ライオンキング」                   【88分】
３月９日（日）「アイスエイジ」　　   　　　　　　　【82分】
３月16日（日）「レミーのおいしいレストラン」　　　【111分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

小・中学校卒業式日程
【中学校】
３月２日（日） 13：30～／横手清陵学院
３月８日（土） 10：00～／平鹿、横手明峰
　　　　　 　13：30～／横手北、増田、山内
　　         14：00～／横手南
　　         14：30～／十文字
【小学校】
３月14日（金） 10：00～／栄、醍醐、福地
             13：30～／吉田、大森、田根森、
　　　　　　          十文字第二、植田
３月15日（土）
  10：00～／雄物川北、南（雄物川）
  13：30～／朝倉、十文字第一
３月18日（火）
  10：00～／境町、黒川、増田、
           浅舞、阿気、山内
  13：30～／横手南、旭、金沢、睦合
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　横手市出身のピアニスト・
伊藤伸さんやソプラノ歌手
の髙橋絵理さん、サクソフ
ォンの成田徹さん、フルー
トの菅原寿恵さんなどをゲ
ストに迎え、ソロやアンサ
ンブルを交えて素敵な演奏
を皆さんにお届けします。
　十文字第一小学校の金管
バンド部とバトン部による
共演もお楽しみください。
◆場所／十文字文化センター　◆入場料／無料
　※整理券が必要です。十文字地域局、十文字
　文化センター、Ｙ2ぷらざで配布しています。
◆問合せ／十文字地域局地域振興課　42-5111
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第２回じゅうもんじ音楽祭
Ｊｕｍｏｎｊｉ Ｍｕｓｉｃ Ｆｅｓｔｉｖａｌ ～音楽の贈りもの～ 

■３月９日（日）14：00～（開場13：30）
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大正ピアノ演奏会
『ピアノ＆ヴァイオリン二重奏コンサート』 

■３月９日（日）13：00～（開場正午）
　増田地域の旧石田理吉家
に所蔵されていた、大正時
代のアップライトピアノの
優雅な姿と音色を皆さんに
お披露目する演奏会です。
　ゲストにピアニストの斎
藤雅広さんとヴァイオリニ
ストの花井悠希さんを迎え
『大正ロマン』の音色をお届
けします。
◆入場料／無料
　※整理券が必要です。先着500人、１人２枚まで。
　増田ふれあいプラザで配布しています。
◆演奏曲／さだまさしさんの名曲他
◆場所・問合せ／増田ふれあいプラザ　45-5556
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